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老水夫の く祈 り〉 とく喜び〉
薗 村 喜 次
コール リッジの 有 名な 三 つの詩 「老水夫の歌」、 「ク リスタベル」 そ し
て 「クブ ラカーン」 の中では 「老水夫の歌」 が これ までに一番 多 くとりあ
げられ、論 じられ て きた。 あるいは この詩 をだ しに してさま ざまな批評 理
論が 例証 され て きた。J.L.LowesのThe・...toXanadu(1927)が
「老水夫 の歌」 と 「クブ ラカーン」の中にあ らわれ るイメージや語句 の起
源 をさ ぐ り出 して以来、MaudBodkinがこの 「老水夫の歌」 にユング心
理学 を応用 し死か ら再生へ至 る原型パ ター ンを見いだ したのに対 し、新批
評 の立場 か らR.P.Warrenが この詩 を コール リッジの詩的想像力 の信
念 を象 徴 的 に述 べ た ものだ と考 えた。 あ るいはG.WilsonKnightや
KennethBurke等は既 に この詩 に象徴 的な読 み方 を与 えていた。 これ ら
め原型批評 あるいは象徴 的解釈 はコール リッジ自身の意図に注意 を払 うと
い うよ りはむ しろ彼 が気がつかなか ったよ うな意図 を明 らか にす ることに、
よ り力 をそそいだ よ うに思われ る。 もちろん このよ うな 批 評 方 法には反
論 が予期 され るので あ り、彼 ら新批評家達 はコール リッジの批 評原 理にっ
いての考 えを 無視 している とい う非 難 がE.E.Stollによってな され た
し、その後ElderOlsonからも同様の 反 論 がな され た。 あるい はまた社
会 的、歴史的な面か ら老水夫 を精 神 的 冒 険者 とみ るE.M.W.Tillyard
な どがいた。
このよ うなさま ざまな批評理論、解釈 の中では っき りとさせ ておかな け
ればな らない こ とは、まず コール リッジが 「老水夫 の歌」 の中で意図 した
意味 をさぐるこ とが批評 の第一 の仕事であ って、彼 が気づかなか った(と
思われ る)意 図 は第一 の過程 を終 えた後で考 えねばな らない とい うこ とで
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あ る 。 従 っ て こ の 立 場 に た つ と 、 た と え ば ア ホ ウ 鳥 を コ ー ル リ ッジ の 妻
Saraと 同 一 視 し た り(K.Burke,ThePhilosophyofLiteyayyForm,
UniversityofCaliforniaPress,1973,P.72)、コ ー ル リ ッ ジ の 創 作 上 の 想
像 力 と み る 考 え(Ge。rgeWhalley,"TheMarinerandtheAlbatross"
in7加 伽 卿 魏CenturylnterpretationsofTheRimeoftheAncient
Mariner,ed.J.D.Boulger,Prentice-Hall,1969,P.85)はあ ま り に
も恣 意 的 で 、 コ ー ル リ ッ ジ が 「老 水 夫 の 歌 」 の 成 立 事 情 に つ い て 解 説 し て
い る の に もか か わ らず 、噛そ れ を 無 視 し て い る と い う点 で 少 く と も私 に は 不
十 分 な も の と言 わ ね ば な ら な い 。
,11
この小論で は 「老水夫の歌」 を これまでに コール リッジが書いて きた詩
　 　 　 ヒ
の延長 に据 え、〈祈 り〉 とく喜び〉 とい う鍵 となる語 を通 して老水夫 の救
済の過程 を明 らか に し、あわせ て この詩 のね らい がどこにあ ったかを考察
1、丶1;1ぜ
したい。
この詩②成立状況については 『文学評伝』第14章ではっきりと述べ られ
　 ら 　 ト
てい るのでよ く知 られてい るが、こ の 解 説 は コール リッジが 「老水夫 の
歌」 を堯表 してか ら15年以上 もたってい るので、まず この詩が書かれた 頃
のコール リッジの考 えを知 ることが大切 であ ることは言 うまで もない。
1797年2月5日付 けの手紙 でC.Lambは 「君 が町 にいた時 に、長 編の
詩 に最 も実 りの多い題材 として悪の起源 を話 していた ことをぼんや りと記
憶 している。 どうしてそれ を用いないのか コール リッジ君 、想像力を働か
せ る余地 があ るだろ うに。」(1)と述尽 、 コール リッ冫にこの種の詩 作を勧め
ていた,とし)う事実 、あるいは コール リッジが1798年3月10日頃、即 ち 「老
水夫 の歌」 が書 き 終 えられ る直前 に兄 のGeorgeColeridgeにあてた手
紙で は 「ず っ と変 わ らず に原 罪 を信 じている」1②と述べてい る事 実、あ る
いは 「カインの放浪」 の代 りに この 「老水夫 の歌」が書かれた とい うコー
ル リッジの告 白(3)に加 え、 「祈 りは した が聞 き入れ られなか った」(4)カイ
ンの姿 と老水夫が 明 らか に類似点 を持 っている とい うこと、 さ、らにコール
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リッジが この 「老水夫 の歌」執筆時 に 用 いて いた ノー トブック1こ`Wan-
deringJew/aromance'(5)とい う記入 があ り、最近発見 され たTableTalk
の未発表 の原稿の断片 一その中 には 「老水夫 は私の心 の申で はいつ もさ
まよえるユ ダヤ人であ った」 とい うコール リッジの言葉 があ る一+に 基づ
いて、 この ロマンスが 「老水夫 の歌」 にな った 、あるいは少 くともさま よ
え るユダ ヤ人はこの詩の語 り手 としての老水夫 にな らた とい うLowesの
説 をノー トブ ックの 編 者Coburnが 確 証 しだ ということ(6}、これ らさま
ざまな証拠 はく罪〉 が 「老水夫 の歌」 制作(づきっか けと して存 在 じていた
と考 えさせ るのに十分で ある し、作品 自体 もこの見解 をはっき り許 容 して
も コ ロ 　
いる。 しか しコール リッジは 「老水夫の歌」の中で単にく罪〉のみを取 り
あげたわけではなく、彼の意図はむしろそれか らの救済に向けられていた
と考えられ る。そ してとこで〈祈 り〉 と〈喜び〉が大きな意味を持つよう
・ 噛 一 ・1'.・ ・ 一:111
に な る の で あ る 。
ヒ ヨ
ヒヒ ほ ヒ 　
彼 の ノー トブ ッグには〈祈 り〉 につ いての次 の記入があ る。
この書 き込 みのあ る"GutchNotebook"が用い られた時期 は厳密 にはわ
か っていないが、E.K.ChambersとLowerは1795年か ら98年、・また
Coburnは1795年か ら1799年・.夢為兮は遅,くて1βOq年1.月まで と考 網てい
る。〔8)コール リッジは1797年12月の末 には 「私は非 国 教 派,の牧 師 にな
ることを決心 しま した」(9)と友人への手紙 の中で述べ ぐ又実際 に翌年の一
口.甲 ・1ゼ"
月 にはShrewsburyで牧師 として説教 を行 った とい うことを想起 し、さ
za
  Prayer—(7) ^ 
   First Stage — the pressure of immediate calamities without earthy 
 aidance makes us cry out to the Invisible— 
   Second Stage—the dreariness of visible things to a mind 
 beginning to be contemplative—horrible  Solitude. 
   Third Stage—Repentance & Regret—& self-inquietude. 
   4th stage—The celestial  delectation that follows ardent  prayer-- 
   5th stage—self-annihilation—the Soul enters the Holy of Holies.—
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らに今問題になっている〈祈 り〉の書 き込 み前後 にや は りく祈 り〉 につ い
て若干の同 じ様な記入 があ り、それ らが遅 くとも1796年までに書かれ てい
る とい うことを考 えあわせ る と、コール リッジは確か にく祈 り〉 とい う問
題 を重視 してお り、また上記の引用 したく祈 り〉 の書 き込 み もおそ ら くこ
の頃 にな されたのであろ うとい う推測がで きる。 「老水夫 の歌」が書 き出
されたのは1797年11月であるか ら、今 この〈祈 り〉 の五段階 につい て考 え
て みることは この詩 を理解す る上でぜひ必要 と思 われ る。
ところで この五段階 をよ く注意 してみ ると、これ らの段階 は老水 夫の堕
落か ら救済 に至 るまで の過程 と奇妙 に 一致 してい ることに 気 づ く。 この
く祈 り〉 の項 目に着 目 して 「老水夫の歌」 との関連 を指摘 した人は私 の知
ってい る範囲 で 二人 いる。一人 はGeorgeWatsonで、彼 は 単 にその関
連 にふれ たにす ぎない。⑳ もう一 人はMalcolmWareでWatsonよ り
も6年 早 く1960年に気 づいている。ωWareはReviewofEnglishStudies
のNotesとい うた った2ペ ージの中で、あ る程度 の 対応個 所を 明示 し、
この詩 はく祈 り〉 に関す る説話 だろ うか とい う疑問 を提 出 した。 しか し対
応 個 所 の 明示 とい って もご く簡単 で、またく祈 り〉 の各段階 に該 当す る
作品 の個所が私の考 えてい るそれ と異な るので、私 は以下 に、Wareの提
出 した疑問 を解決す る方向で議 論をすす め、〈祈 り〉 の各段 階が老水夫 の
肉体上 、精神上 の変化 とどの様 に結 びっ いていたか をよ りはっ きりと示 さ
ねばな らない。
老水夫 がアホウ鳥 を撃 った後、 まず彼 の乗 った船 は赤道上 に くぎ付 けに
される。水 はいた る所 にあって も飲 み水 がない為 に船員達 は喉の渇 きで苦
しむ。そ して老水夫 は他の船員達か ら非難 され、 のろ われ て 「叫ぶ」 こと
になる。
And every tongue, through utter drought, 
Was withered at the root; 
We could not speak, no more than if 
We had been choked with soot.
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Ah!wella-day!whatevillooks
HadIfromoldandyoung!(12)
これがく祈 り〉の第一段階 と考えられる。第二の段階は
Alone, alone, all, all alone, 
Alone on a wide wide sea! 
And never a saint took pity on 
My soul in agony. (13)
に相当す ると思 われ る。 とい うの は老水夫 は この時点で 自分の軽率な行為
が もた ら した結果 を徐 々に知 り始 めてお り、 「数知 れぬ 、ぬ るぬ ると した
もの」が海 上を這 い、 「腐 った甲板」の光景 や一 人ずつ大 きな音 をたてて
くずれて ゆ く船員達 の姿 はまさに`dreariness'と映 り、その結果 は老水
夫 のみが生 き残 って味わ う`horribleSolitude'1こ他 な らない。 そ して こ
の孤独 が 次の 段 階の`Repentance&Regret'をも た らす 。こ の第 三
の段階で は 老水夫 の苦 悶は 絶頂 に達 し、最 も心穏やかで ない 段 階で もあ
る。
But oh! more horrible than that 
Is the curse in a dead man's eye! (14)
この様 に老 水夫 の心 中では〈祈 り〉の三っの段 階が経 過す る。 しか し彼 に
はまだ次 の第四の段 階 「熱烈 な祈 りの あとの天上の歓喜」 に至 る契機 を与
えられていない。
コール リッジが..年5月14日 友人のエス リンにあてた手紙で は 「自分
の弱 さを知 っているのであなた にそ っと言 うのだが、私 は常勤牧師にな っ
ていた らよか った と思 う。 というのは心 をこめに祈 りの律 では、私は本 当
の喜 び(Joy)を見い だすのですか ら」(15)と述べ てい る。かつて彼 は また
請い願 う〈祈 り〉 は精神 の無能 をあぢわ してい る'と考 えた ごともあったが、
ロ げ ア
1797年には この考 えを撤 回 している。 その理由 は 「神 に対 して感謝だ けで
な く請願するふさわ しさを確 信 した」α6}からであった。 またDeQuincey
が伝 えるところでは 「祈 るとい う行為 は人間の心が可能な実に最 も高度な
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エ ネルギーである。即 ち祈 りとは 諸能ガ を 完全 に 集 中 さ せた もの で あ
る」矼のとコール リッジは語 った とい うこどである。・1「'
この様 に〈祈 り〉 とい うのはコール リッジにとっては心 を悩 ませた大 き
な問題 であ り、それを実行す るには内面の大 きな力 を必 要 とし、 また その
ような努力 の後 には上記 の引用 した 手紙 が示す通 りく喜 び〉(Joy)が伴
うとい うことに注 意 せ ねば な らない。H.HouseはColeridgeとい う本
の中で 厂〈喜 び〉 とい う言 葉は コール リッジが 経験 にあたちて 最 も十全
な、豊 かな幸 福を表現す るキーワー ドであ る」⑱ と強調 している。
「老 水夫 の歌 」、の申では このく喜 び〉が〈祈 り〉 の第三段階か ら次 の段
階へ の移行 を明 らかにするのに有用 と思われ るので、 ここでコール リッジ
自身が これ まで〈喜 び〉 を どの様 に捉 えていたか を簡単 にみておかね ばな
らない。1…1、 ・
コール リッジが15才の時 に書 いた・"DuraNavis"と,いう詩 は若者 が危
険な荒 海に乗 り出すのを諌 める數 訓的 な詩 であるが、若 い詩人 は次の様 に
説得 して無謀 な企 てを止 めさせよ うとす る。
Thenwiththejoysofhomecontentedrest‐(19)
ここで用 い られている`joys'の意 味は家 庭生活か ら生 じるさまざまな
楽 しみや慰 安 をさしている と考 えられ る。そ して コール リッジの これ以後
の詩 では〈喜 び〉が しば しば同 じ様 な意味 を内包 してい るのである。`On
ReceivinganAccountthathisOnlySister'sDeathwasInevitable"
とい う19才の時の ソネヅ トでは次 の引用が示す 通 り〈喜 び〉 が家族 のメン
バー と緊密 に結 びつ け られ ている。1
1
こ の こ と は 他 の さ ま ざ まな 詩 にIldomesticjoy',`filialandmaternal
Joy'あ る い は`alittlehomelofjoyandrest'とい う言 葉 が 多 い と い
32
Say, is this hollow eye, this heartless pain, 
Fated to rove thro' Life's wide cheerless plain— 
Nor father, brother, sister meet its ken— 
My woes, my joys unshared! (20)
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うととか らもわかるO'後年彼は自己の想像力の喪失を嘆 くオー ドを作った
が、その中で展開 されでいる〈喜び〉の哲学は、象徴的には精神 と外界 と
の理想的調和の状態の時の気分 と規定できるか もしれないが、〈喜び〉の
根本はやは り家族 とのつなが りを抜 きにしては考えられない。いい変える
とこの言葉は自己 と他者(特 に家族)と の〈連帯性〉 を基本的に持 ってい
るということである。'
そこで この ことを念頭 において 「老水夫 の歌」に戻 る。この詩 では
`Joy'という語が詩行 と並んで付けられた散文の注 も含めて5回 用いられ
ている・そしてその一つは老嚀夫9)〈罪〉か らの救済が暗示される個所に
見える。1
この運行する月のイメージはζれまでに老水夫が 体 験 してきた 多 くの
忌わしいイメ穴ジとは全 く異なっている。船員達ののろいを受け孤独 に苦
しみ、死のことさえで きなかった時に彼が見た単なる土の塊とレての死者
のイメージは星を伴った月の運行するイメージと対比される。 「青空」は
月 と星にとっては 「故国」であ り 「本来の家庭」でもある。『そして星や月
が自分の家に戻った時に 「静かな喜び」で 迎えられ る主人に たとえられ
る。既に簡単にみたように〈喜び〉とい う語は自己 と他者 との〈連帯性〉
という意味を基本的にもっていて・孝 水夫ギ月ρ運行を見丁く喜び〉で迎
えられる月を想像 したとい うことは彼の心の申で、アホウ鳥を撃 ち落 とし
て以来断たれていた〈連帯性〉に向う変化が生 じだと考えられる。これま
でいっも外界の力に支配されてきた老水夫ではあったがここでや6と救済
の契機を無意識ではあるが自覚 しだしたと言える。
33
In his loneliness and fixedness he yearneth towards the journeying Moon, 
and the stars that still  sojourn,  yet still move onward; and every where 
the blue sky belongs to them, and is their appointed rest, and their  na-
tive country and their own natural homes, which they enter unannounced, 
as lords that are certainly expected and yet there is a silent joy at their 
arrival.(21)
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詩行と並んで付けられた散文の注のなかにこの自覚の徴候を見い出す こ
とは読みすぎだと考える人は上に引用 した注が付けられている本文を読め
ぱ納得するに違いない。
Seven days, seven nights, I saw that curse, 
And yet I could not die. 
The moving Moon went up the sky, 
And no where did abide: 
Softly she was going up, 
And a star or two beside— (22)
TillyardはPoetryanditsBackgroundの申で 救済の 暗 示 とい う点
に関 して興 味深 い見解 を提 出 している。その主 旨を言 うと`Themoving
Moon_'のス タンザで リズ ムは弛緩 していて、情 緒 的には老水 夫の 変化
は既 にや って きてい るのだが、文脈 の上で は老水夫 の苦 しみはまだ続 くこ
とを示 してい る。っ ま りこの個所 では 「意 味の二つ の層」(twolayersof
meaning)が存 在 して いると彼は言 うのであ る。㈱ この考 えは十分説得
力 を持 ってい る。`Sevendays'と`sevennights'のあ との休止、`saw'
と`curse'との長母音 、[d]と い う歯基音の反復な どによ る単調 で もの
うい リズムはまさにこの捕 われの老水夫 の状況 をよ くあらわ している。 し
か し月がのぼ ると状 況 は一変す る。`movingMoOI1'にみ る頭 韻、 さら
に`went'と`up'との、あ るいは`did'と`abide'との 間 の 一 種 の
リエゾンによって急 に軽快な リズムが生 じる。 そ してこの相 対立 す るリズ
みは老水夫の心の変化 を表現 してい るのである。 というのは〈祈 り〉 の次
の段 階へ移行す る時期が 目前にせ まっているか らで ある。
月光 の もとで老水夫 は海蛇 を見つ け 「我知 らず」祝福す る。
The self-same moment I could pray; 
And from my neck so free 
The Albatross fell off, and sank 
Like lead into the sea. (24)
そ してこれがく祈 り〉の第四段階 「熱烈な祈 りの後の天上の歓喜」
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の始まゆ である。老水夫がく祈る〉ことができたのは天上の聖人が憐みを
かけたか らであり、聖母マリアからもこれ以後は 「や きしき眠 り」をもら
うことになる。この意味で彼は確かに 「祝福を受けた霊」であった。
次に奇妙なことが起 こる。 というのは船はその帆に風があたっていない
のに急に帆走を始めるからである。そして死んでいた 船 員 達 も蘇 り、船
を操縦す る。 どん どん進んだ後、船は赤道上で一時止まりそしてその後急
に大 きく揺れて老水夫を卒倒させる。しか し彼 が再び目覚めた時には、自
分の故郷 を目前に発見 し 「夢のような喜びよ」 と叫びながら自己と社会 と
のく連帯性〉にまさに参入 しようとする。
しかし 「死中の生」を体験 してきた老水夫にとっては自分の故国、自分
が後にしてきた社会 とのく連帯性〉 をまだ十分に信 じることができない。
彼の苦 しみはそれ程大 きかったのである。この意味で彼がこれまでに経て
きたさまざまの試練は次の く祈 り〉 の第五段階一`self-annihilation'
には不可欠の条件で もあり、物理的には彼 の乗っていた船が故郷の湾
内で突然沈んで しまうということで完了 したと思われる。
ワーズワースが 『抒情民謡集』の再版につけたノー トの申で 「老水夫の
歌」に対する不平を漏 らしたことはよく知られている。彼炉この詩の欠点
と考 えた まず第一の もの は 「主人公 が、水夫 とい う職業 においてあ るいは
超 自然の衝撃の支配下 に長 くいて、何か超 自然 的な もの に与 か らて もおか
しくはな い 一人の 人 間 と して、 はっき りとした性格 を 持 っていない」㈱
とい うこ とで あった。 この不満 は 逆の言 い方 を す ると、老水夫が 自己の
Identityを喪失す る程 に性格 を破壊 された とい うことで あろう。
ワーズ ワースの批評 に対 して ラムは1800年1月の手紙で次 の様 に答 えて
い る。 「私は老水夫 があ る性格 と職業 を持つべ きで あった とい うあなたの
考 え と全 く違 います。………悪夢 の恐 ろ しい特 異な一つ の点 は人格 につい
 Oh! dream of joy! is this indeed 
The light-house top I see? 
Is this the  hill  ? is this the kirk? 
Is this mine own countree? (25)
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てのすべ ての 意識 が な くなる と い うこ とであるが、老水夫 は 丁度悪 夢 を
みてい る人 の 状態 の 様 にあ らゆる個性 あるいは 過去の 自分の記憶 を圧倒
し、埋没 させ る試練 を 体験 しているのだ。」2ηラムの方が 老水夫の`self-
annihilation'を見ぬいていた とい う点で この詩 をよ り深 く読 んでいた と
いえよ う。'
この様 にアホウ鳥 の射殺か らさまざまな苦患 を経 てきらに神 の作 った卑
しい海蛇 に も共感 をおぼえ祝 福す ることで老水夫 は最後 に宇 宙の大 きな生
命 の中に同化す る道 を見い出す。 コール リッジは1802年9月に友 人に あて
た手紙 で 「自然 は自らの関心 を持 ってい る。そ してすべてはそれ 自らの生
命 を持 ってお り、我 々はみんな一つの生命(one-Life)であ るとい うこと
を信 じ、感 じる人はその関心 が どの様 な ものであるかわか るであろ う」⑳
と述べ ている。この手紙で 言及 され てい る。`one-Life'とい う考 え は
1975年の 「イオ リアの 竪 琴」 の中で 既 に`theone-Lifewithinusand
abroad'として明確 に 表現 を 与 え られ てお り、 「深夜 の霜」 を 経 て この
「老水夫 の歌」 に通 じるコール リッジの大 きな テーマで あった。彼 が〈祈
り〉 の第五段階 を書 き込んだ時に は老 水夫 のく罪〉か らの救済 を経 て、た
とえ一時1的ではあって もこの〈一っの生命〉 に包括 きれ る老水夫の姿 を意
図 していた こ とは疑 いがない。 というのは老 人 も若者 も一団 とな って祈 る
時 に始 めて老水夫 は 「至聖所」(HolyofHolies)に入 ることを 許 され る
のである。あ るいは少 くともその場所のすば らしさは知 って いる。
ト 尸
しかし老水夫にはこの最後の場所は安住の場所ではない。彼はMonkに
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 O sweeter than the marriage-feast, 
'Tis sweeter far to me
, 
To walk together to the kirk 
With a goodly  company!— 
To walk together to the kirk, 
And all together pray, 
While each to his great Father bends, 
Old men, and babes, and loving friends 
And youths and maidens gay!  (29)
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み るさ まよえ るユダヤ人 と同様 に 「夜の如 く国か ら国へ」 と旅 を続 けね ば
な らないか らである。老水夫が自己破壊 を経 て、一時的 に しかく祈 り〉 の
第五 の段 階 に留 まることがで きない存在 として捉 えられて いる』とい うとと
か らみれ ば〈祈 り〉 とい う問題 は既 にふれ たよ うにコール リッジに とって
ダ 　
確か に 厂頭 を混乱 させ る程興味 があ り、 またや っかいな題材」(30)であった
とも言 え るであろ う。
しか しコール リッジの詩 の中で最 も大 きな テーマ として早 くか ら存在 し
た〈一つ の生命〉 とい う考 えでは神 は一貫 してく愛〉 として捉 え られ てお
り、伯 己 の体験を語 り続 けねばな らない老水 夫に も最後 には安息 が訪れ る
ことが予想 され るのである。(3ul"1
この様 にく祈 り〉 と〈喜 び〉 を通 して 「老 水夫 の歌」 を考察す ると、我
々が最初 にふれたコール リッジ 自身 の意 図に注意 を払 わな い読み方がいか
に我 々を納得 させ ない ものであ るか がわかる。 「老水夫の歌」 はく祈 り〉
の各段階 を体験 した老水夫 の 「内な る本 性」(inwardnature)(3?」を劇的
に描 いてお り、超 自然 の事件 を用 いて一見不可解で奇 妙 ζ思われ ぐものの
中に真実 を明 らか にした詩 であ った 。そ して これ こそが コール リッジの目
的であったのであ り、 この 目的 を抜 きに して は 「老水夫 の歌」 は論 じるこ
とがで きない。 、
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